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を異 に した3種 の"S'i{ }2の 還元'k成 物 を同一條1'{・で測 定加熱 を糾1巡 した場合,第1回 の測定 で
は還元 最 も容 易な方法で造 つたTloL)の 遺元 宝成物 が最 も大 きな電身弍傅 導性 を有 し,還 元難 の
方法 で造 つたTio2の 還元 生威物が最 も小 さな電氣N∫導性 を現 わす.然 し,測 定加熱 を繰返 す
時は電 氣侍 導変 のブくきな もの程速 やか に電 氣傅導度の小 さな ものに近 す く.そ うして電i氣博導
度の小 さな もの も未 だ充分 に叔 量元 の夫 より大 きな電氣傅導 度 を有 す る.亦 各試 料共第1回 の
測定加熱 に際 し肉眼的 には完杢に腕 色されている・(3)未 還 元 チ タニア並 に還元 生域物 の直流
船積 固有抵抗 の況度特!V!iの再現IIIに 彙て 同 一原料 て造 つた試 料l!.同 一 の特 性を示 す も異 な る
原 料で遭 つた試料 は異 な るij"t"性を現 わす.そ うして 長逓元 チク=ア は共 の抵 抗劃温 度曲線1二於
て約5σ0℃ 附 匠に一つ の山を示す9,の があ るが,此 の現 象に關 しては未だ不 明であ る.
 6.結 論 筆者 へ玲は 土記 の 如 くチク ン磁 器'11諏 材料 方面 に使 用す る湯合 の既 成條件の影
                               へ
響 を研究 して,本 實 『rに於 ては下il巳の事ユylを1曜,か になし得t:.(1)共 の 艮遷 條件 に依つ て相
當還元困 ㍉〔で ある膿 二造 られ たTの2も 一r芝量元起.'ll!を受 ける と,申 性'三辰附氣中で婁虻回加i熱 し
て も共 の捗[し た もの は喰還元 の夫 に比 し,常 温附近 で相常大 きな電氣 傅導性 を有 す る. (2)
還元容 易の條 件で造 つ たTK ,.)げ還元難 の方法で遭 つたTi(2よ1)還 元 に依つて容 易に大 きな
電 氣博導度tt`現 わすが,亦 塞氣 中で設 化す る事に伏 り容 易に典 の電 氣N∫導性 を減 少 して還 元 准
の値 に接近 す る.(3)還 元 チタ ニアは共 乃還 壇ゑ こ慮 じ色 調を異 にす るが,一 度還 元1£理 を受
けたTle2は 腕 色 して も電 氣偲 導度 ば未還元 の ものに比 し大 きい.
 以Lの 研究 に於 て厭,測 定は粉 末法 に依つ たが,之 は粒 子棚五及 び粒 了 と電極岡の接 濁抵{充
等 を更に槍 討 しな1・ナれば物 質肪有の恒1.斐とは見f故し得ない と思 われ る.筆 者 等0凝 易合交流法 等
に依?て 更に梅 討す る嘱が出 来なかつたので,實 騎 中は特 に同一一條 件を保 ち,斯 くして測 定 度
値 は概 ね再現'「llのあ る もの を得 たので,此 の測定結果 孝我 々の實!;愈に特有 な比較 値 と見微 して
上述 の結1川 を揮鼻い たので あ る.
 1),2) 濡 口,林,原 未 受ノミ,
 3) 1,.A.1)uBcidge and II. Brown, Rev. Sci. Inst.,4,,532,(1933)
 4,)W.Meyer u. H. NTeldel, Physik. Zt昏,38,1014,(1937)
        ガ ラスの電 氣化 學 的 性 質 につ い て
           嶺 正 男 ・ill手 有 ・野 村 宏 治
 ガラスの本 質を明 らかにするための基礎的 研究 を行 つて い る内,興 味 あ る現 象に氣付 いアこの
で,こ れに聞 する實1賢の要黙 を報 告す る・
 賀.鳶 1.耐 火粘1二製 圓筒型」』i【'禍(内径41・m,深 さ5em)にNa2「}・2 一: i( )L)な る組成 のガ ラ
ス粉,長(タ ・fラ…100番 節下)を'充 し,太 さ0.4mmの ドi金線2本 を,そ の1本1∬lr禍 の壁 に
                  (56)
           嶺・山手・野村:ガ ラスの電氣化學的性質についτ
近 く他 は工隅 り中央 に立 てll極 とし(極 間隔a〒t5・m)各 々の土端 を電 位差計(内 抵抗10K9
以 上)の ガルバ ノメーク ・一(電 流感 変lG-6A以 一L)に つ な ぐ、爾極 に接近 して拭製 保護 鼠 外径
6mlp)に 入 れた クロメル ・アル メル熱霜 封を立 て浬1変計 につ なぎ, 増鍋 を壁 際の極の外側か
ら非金掲獲 熱膿 で加 熟 し。1壁臥、と中央郡 に温度非が1丁1寒るよ うに して温度 を.Lげ なが ら,爾 極
岡 の電位差 を測定 した.そ の結果 を第1表 に示t.
     第1表 試料:Na20・2SiO2ガ ラス  極=Pt線(0.4mm),極 問再'看:a=1.5cm
           容器:耐 火粘土珊'渦              '
  経 過 時 間(分)1 1 ・・ 「 ・酬 ・・ 7 ・ 「 ・55・
 外 極 温 度(℃) 59J 825 89J 4、1,0 9501960 778 500                                ノ
 内  極  温  度 (℃)    540   8)0   870   920   930   950   785   500
 電   位   野…(mV)   35 1 -25   3σ 1 100  215   55   50   60
 備   考 初感i   極大loff  不感
 すなわ ち外極 温度590D,内 極温度5斗0。附近 より外(高 濫 側)か ら内({19:温 側1に 向つて電位 差
が表 れ,40分 後一ll.-25mVに 減 るが,後 連績的 に塘 して外950。,内930。 の とき215mVの 極
大値 を示 し,8分 後55mVに 下 が り,こ の とき加熱櫨の電流 を切 つて冷却す ると外極 側か ら温
度 が下が り,曇齢 瑳 は梢 大 き くなつ て5000附 近 でガルバに感 じな くな る.
 實験 2.シ ヤモ ツ ト質試 「母il塙(土 内雀6Cm,底 内穫3 cn]t深 さ756nl)にNl・2「).0.1
CaO.2SiO2ガ ラス粉末(20番 節下)を 充 た し,太 さO.5mm1の アル メル線2本 を1.5cmの 冊
隔 で壁際 と中央部 に挿 入 して爾 極 とし,前 と同様 に極附近 の温度 を側 り乍 ら加熱 して爾極聞 の
電 位差を測 定 した結果 を ま とめて第2表(:1)に 示す.
    第2表(a) 試料:Na20・O.ICaO・2SiO2ガ ラス 極:ア ルメル線こ0.5mm), a=1.5cm
          容器:シ ヤモット生こ試、愈堆端爵
経 過 時 間(分)1」 ・・ 」酬 ・・1- ・。3・ い ・1751・ ・1・ ・145
 外 極 温 度(℃) 5757107ω810843' 9[)5960「960565380270
 内 極 温 度(℃) 50)66, 72077018J7875930旨955570400290
 電 位 差(mV) 55255018516753506015!-110- 590 i -40                               
 備       考   初感          極大      旨off    極小 不感
 外極温度600。 附近 よ り外(高 温)側かC,内(低 温)側 に向 う電位差が表われ,内 極湿度800。 附
近で極大値を示 し,950。 附近で焼の電流を切 ると電位差が逆方向に攣 り,4000附 近で極小仙を
示す・冷却 した後再度同様に加勢 しても第2表(b)に 示すように,試 料粉末を最初に加熱する
場合に表れる極大が表 われない.
              第2麦(b) 同上,再 度 加 熱
経 過 時 間(分)i  ・61・1・ ・ 551・ ・135
 外 極 温 度(℃) 330 570 64,・1) 810 88) 55') 370
 内  極  7岨  度  CC)      310       5「)5      59こ)     775       850       5◎5      390
 電   位   差(mV)   -75    U8    -80    -20     4')    215    35 '
 備        考   初感                  off       不感
                   (57)
          イヒ  賀∫F 講  潅{ 集  第  一卜  七  1し
實験 3.容 量30ce O)白 斜}隅 にソーダ,石 荻ガ ラス(Sie275.1, C:i(》6.6, Na2017.0,
K201.3%)粉 末(100番 齢下)を=だ た し,磁 製 保一隻[fの 先か らPt-Pt・Rh熱 電ylの 接合 黙
だ けを露出 させた もの2組 を珊堀の壁隈 とlll心部 に差 しこん で,前 同様 に瑚1!肋 ・己功II熱 しなが
ら両部分の温変 を測 り,1司 時 に爾 熱電封のll肝lll金屍,例 えば1,tの 冷撫 貼問 の電位 差を測つ た.
その綜果第3ゴ ミに示 す如 く,内 極温 変840。Oと き電位 塾の極大 が表 れ る.
       第3我 試料:ソ ーダ石灰ガラス 極:Pt-PしRh熱 電墨接合黒占
         a=1.Ocm容 器:白fLこtitsn
維 過 時 間(分)1 12・[・5 6・1・ ・1・ ・
外 極 温 度(℃) 710…77519351114,  6451490
内 極 温 度(℃) 59J  695 i 8・1,・)旨 ・・35  630 470                      
竃 位 差(mV) 55 20 2851 2()/-135 -30                     1
rw   考 初感 i  l轍 1 ・ff  謝  不感
 實瞼 斗.前 同様 の ゾーダ石 女ガ ラス粉 末(20祈 飾下)を 實 験2と 同 じ試 験堵 渦1こ充た し,ク
ロメル・アノしメル熱 島F士2組 を實験3と 剛 兼に21ミしこん で加 熟す る と第 斗表(の に示 す如 く,
内極淵 嘆SOGD剛 近 で1Vを 越 え る極たを示 し,冷 却 すると300。 附近 でガル バが感 じな くな る
が,同 様 にIt渡 加熱 す ると第 匂 《(b)に 示す如 く30G。附近か ら㌔巨位 差が認 めC,れ,不 規 則 な上
り下 りを示 す.
     第4麦 ノの 試料:ソ ーダ石灰ガラス 極:ク ・メル・アル メル熱電妻i接合黙
         tt=:1.5crn容 器:シ ヤモツト賓武瞼i片1渦
.笠 一遡 ・堕 ・ 「-12L.L・.2.L・ ・一一 85--1」 主一L乎 ・一一
嬬 麗1:8躊1鷺 鷺lllll蔀 1劇 藷         
勉 位 差(mv) 75 1・59 4・ ・15 27・13451・5・
備  考   臥 厨1 1・ ・f1  穂
           第4麦(h)同 上,再 度 加 熱
縄 過 時 問(分)1 上 ・231・ ・1・1・ ・t41
 外  極  溢且  ノ隻  ('C)     350        715        765        740        600         238
 内  極  温  ∫隻  ('C)     280        690        735        720        605         241
 電 ノ 位 差(mV) 180  3101 250  200  275  18〔}          り
 備       考   初感          off                不感
 駆    ^           _      一繭曽_匹 』   .  η』≧㎞.一      犀一畢__皿一=言..  ・
 實験 5.シ リマナ イ ト質燃 曉ボー ト(長 さ7cnl,巾lem,深さ0.6emり に前 同様 ソt-一ダ,
石荻,ガ ラス粉 震をいれ,ク ロ メル ・アル メル熱電劃の1本 はボー トの端 に,他 は3 c・m距 て
て中央にその接合鮎のみ をカしラ スに浸 して端 か ら加熟 し,前li可 様 爾極 の温度及 び電位 差を測定
しなが らガラス粉 末の状態の疑 化を層説察 した,そ の結果第5表 に示す如 く夕蹄郷付近が 先に熔融
して液朕 にな り,内 極附近 も軟 化温度 に達す る と電 位差が,1忍め られ るよ うにな り,内 極の部 分
が80・。附近 に達 し,ガ ラスが粉末か ら液状 に攣 つた瞬 閣に電位 差の極大が表 れ,後 急速に域 小
                (58)
            吉 岡:Pa.pain酵 素 に關 す る研究(第1報)
        第5読 、式料:ソ ー ダ石灰  .]ス 椋:〃llメ)L・ ア)Lメ,し;群:封
           接 合黙a==3.Oein容 器 ・シ リマ ナ イ 臼 燃 需 ボ ー ト
糸1≦過 時 問(分)r I・ ・:・ ・1・ ・1・'・i30 30
外 極 温 度(℃)16・ ・ 77⑪87)i940 935 64・r・ 5t〕O
 内 極 温 度(℃ ⊃ 590 650 8iOI825 920 655 505
 電 位 差(mV) 20『145 560 230 130 10 -20
 備       考   初感        極大 i    I ・ff I     不感
す るこ とを確 かめた.
 す なはち實験1一 斗 に於 いて;ガ ラス粉 末を最初 に加 黙す る∫易合 に表 れ る電 位差の極大(200
～IOOD lnV)は,實 瞼5の 場 含 と同様低IIL課11の准1・澗 近で ガラスが 照に機械 的に接再蜀しナこ粉 末の
欺態 か ら,原 子的 なつなが りを持 つた液髄 の状態 に毛剃ヒする ときに夫 わね る もの と考 えられ る,
この ような現 象の本質及 び慮 用の研究を今 後引績 き行 う.
     Papail1酵 素 に 關 す ろ 研 究(第1-2報)
              吉 岡 政 七
 PaPftinが 蛋 白 質 を 分 解 す る植 物 酵 素 と し てCariellpapay乏Lに 存 在 す る も の で あ る こ とは,
周 知 の 事 實 で あ る.そ してPa1):lillがH(:Nに依 り賦 活 さ れ る こ と は,1902年Vinesに よ り
始 め て 認 め ら れ,後XVielsttitter, GraSmaml(192斗 年)等 はPaPah1とIrCNとに つ い て,
可 逆 的 結 合 詑 を 提 唱 し た.次 い でBerド1n及 びL・gqnalm1)1.t Ghitati・ll等 に よ る賦 活 作 用
を 認 ソ),そ れ が 一S-S一 の 酸 化 型 を還 元 す る作 用 に 共 困 す る もの で あ る と 総 し た.脚 ち,活 性
の 鍵 化 は, PこしPail1分 子vl; 1こ於 け るiIf塞 ご 一9-q一 基 の一.化 に よ る もの で あ る と思 考 さ れ て お
1る.
 しか しなが ら,そ の後,高 純 変の1'apainに 就てJiCNIを 以て賦活 したPapah1中 にSHジ 、寒
の存在を槍 した ところ,ニ トロプル シツ ト反憲 は陰性であつた.次 いでBa1ト2)等 の得 た結 品
性PUpai11の 活性化 に封 す る態 度を楡 し,酸 化を防 【1:して得 られた糸1「ru Jl Papainは 賦活剤 の
添加 がな くとも活性 を現 し,叉 結 品分難 にgsiL'Eして酸 化を受 けた もの の活性は賦活剤 の存在下 に
於て のみ現 れ,更 に酸 化 の高 い ものは最 いHCNノ 看▽)賦 活齊聴 使用 して も活性 化 されない こ
とを論 いてお る.叉 奥村3)は 活性基 としてSII基 を否定 し,他 に作用 些 ⊃あることを述 べて居
る.そ して更 に氏 は1'apainのGelatiRe分 解 に方冬て分解産物 を反応 溶液 中 に溶 存 させ る時は
分解速憂 が極 めて低 下 す ると云 つてお る.こ の時 にIICNの 存在に依 り,こ の分解の阻害作 用
                   (59)
